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2024年３月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、2023 年５月 12 日に公表しました 2024 年３月期 通期連結業績予想を下記のと

おり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2024年３月期 通期連結業績予想の修正（2023年４月１日～2024年３月31日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

6,297 

百万円 

345 

百万円 

300 

百万円 

359 

円  銭 

41.70  

今回発表予想（Ｂ） 5,454 8 56 △164 △19.69 

増減額（Ｂ－Ａ） △842 △336 △244 △524  

増減率 △13.4％ △97.4％ △81.1％ -  

（ご参考）前期実績 

（2023年３月期） 6,855 1,125 1,203 893 103.59 

 

２．修正の理由 

期初の予想では、第３四半期から電子部品市場の需要が戻る見通しでありましたが、スマートフォンやIoT機

器などの在庫調整が長引いたことや、中国経済の回復に想定以上の遅れが生じたことから、スマートフォン向け

の音叉型水晶振動子を中心に受注が伸び悩みました。これらの結果、通期の売上高は前回予想を下回る見込みと

なりました。 

損益面につきましては、為替レートが円安に推移したことによる利益押上げ効果はありましたが、受注減によ

る減収の影響が大きく、営業利益及び経常利益は前回予想を下回る見込みとなりました。また、繰延税金資産の

取り崩しの影響や連結子会社であるRiver Electronics (Ipoh) Sdn. Bhd.の清算、青森リバーテクノ株式会社の

車力工場の閉鎖に伴う諸費用が発生したことから、親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を下回る見込み

となりました。 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の

様々な要因により、上記予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


